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苦労・工夫したこと

　ＮＰＯ法人では、介護施設に通う高齢者の心の安定を促進するために、セラピー
犬との触れ合いを通じたレクリエーションを提供している。
　施設内でのアニマルセラピーの活動は、生活満足度（ＱＯＬ）の向上だけでなく、
セラピー犬に触れようと手を伸ばしたり、体を動かそうとする事が日常生活動作（Ａ
ＤＬ）の向上にもつながっている　。

　通所介護施設を運営している企業では、かねてよりアニマルセラピーについて興
味を持っていた。
　スタッフが地元でアニマルセラピーの活動をしているＮＰＯ法人のことを知った
のをきっかけに、説明やデモンストレーションを依頼。
　２００６年から、２ヶ月に一度、施設で高齢者を対象に犬を使ったアニマルセラ
ピーを実施している。

　

　高齢者がセラピーを楽しむだけでなく、犬に関する過去の思
い出話をするようになった。
　普段のレクリエーションでは受動的になりがちな高齢者も、
アニマルセラピーには積極的に参加し、リハビリとしての効果
もみられる。
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アニマルセラピー　

　ＮＰＯ法人では、飼主と犬のペアが認定試験・衛生検査をク
リアした上で、アニマルセラピーを行っているので、福祉施設
の要望に応えるだけのセラピー犬を準備出来ない。
　短時間でも効果的なセラピー効果が出せるように会員向けの
勉強会を行うとともに、セラピー犬を増やせるように育成教室
を実施している。
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　定期的にアニマルセラピーを実施す
ることで、施設の職員や高齢者の家族
へ動物たちがもたらす効果を知っても
らうことができる。
　またセラピー犬との触れ合いを通じ
て、動物愛護の気持ちを持ってもらう
ことができる。

　高齢者の変化や気がついた点を記録し、ＮＰＯ法人とのミー
ティングを重ねることで、セラピーをより効果的に行っている。
　また、犬が苦手な人もいるので、初めてセラピーを体験する
人には、不安を与えないよう職員が寄り添うようにしている。


